




























































してはポライトネス理論（Brown and Levinson 1987）が代表的である。
Brown and Levinson （1987）のポライトネス理論によると、人間にはフェイ
スがあり、多くのコミュニケーションの場で相手のフェイスを脅かすことがあ

















on record）、②フェイス侵害の軽減を明示的に行う（positive politeness, 以下
ポジティブ・ポライトネス1と表記）、③フェイス侵害の軽減を非明示的に行う
（negative politeness, 以下ネガティブ・ポライトネス2と表記）、④ほのめかす








































スクの効果を調べた研究（Skehan 1996,1998; Robinson 2001など）と、語用
論的視点からタスクの難易度を操作してタスクの効果を調べた研究 （Fulcher 




































































タスク タイプ 発話行為数 場面設定及び発話行為の種類
タスク１ PDR-L 2 親しい友人にペンを借りる（依頼）
親しい友人から映画に誘われる（断り）
タスク２ PDR-L 2 姉にテレビのリモコンを取ってもらう（依頼）
姉がコーヒーを入れることを申し出る（断り）
タスク３ PDR-H 2 先生に試験の日を変えてもらう（依頼）
先生から補講を受けるように言われる（断り）













































































































































L2学習者に高度な語用論的能力を要求する発話行為（Beebe et al. 1990）であ


































































































































































































































































































































頼」と「断り」の発話行為から」Scientific Approaches to Language 11 : 299-317 神田外
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ＰＤＲＬ ＰＤＲＨ ＰＤＲＬ ＰＤＲＨ
正Ｃ／Ｃ 正Ｔ／Ｔ 正Ｃ／Ｃ 正Ｔ／Ｔ 正Ｃ／Ｃ 正Ｔ／Ｔ 正Ｃ／Ｃ 正Ｔ／Ｔ
上位群 0.92 0.91 0.94 0.87 1.00 1.00 0.98 0.93






ＰＤＲＬ ＰＤＲＨ ＰＤＲＬ ＰＤＲＨ
上位群 1.09 2.27 2.17 3.27




ＰＤＲＬ ＰＤＲＨ ＰＤＲＬ ＰＤＲＨ
上位群 106.1 114.8 113.6 104.5




ＰＤＲＬ ＰＤＲＨ ＰＤＲＬ ＰＤＲＨ
上位群 4.0 3.8 3.5 3.5




















ＰＤＲＬ ＰＤＲＨ ＰＤＲＬ ＰＤＲＨ
直接的表現
明示的 2（3.8%） 0（0.0%） 3（5.7%） 0（0.0%）
暗示的 4（7.5%） 0（0.0%） 0（0.0%） 2（3.8%）
（小計） 6（11.3%） 0（0.0%） 3（5.7%） 2（3.8%）
間接的表現
提案 0（0.0%） 1（1.9%） 0（0.0%） 0（0.0%）
許可 2（3.8%） 3（5.7%） 1（1.9%） 4（7.5%）
予告 0（0.0%） 4（7.5%） 1（1.9%） 5（9.4%）
条件 0（0.0%） 2（3.8%） 0（0.0%） 2（3.8%）
謝罪 0（0.0%） 2（3.8%） 0（0.0%） 2（3.8%）
感謝 2（3.8%） 4（7.5%） 2（3.8%） 2（3.8%）
非慣習 2（3.8%） 0（0.0%） 1（1.9%） 0（0.0%）
（小計） 6（11.3%） 16（30.2%） 5（9.4%） 15（28.3%）

















ＰＤＲＬ ＰＤＲＨ ＰＤＲＬ ＰＤＲＨ
直接的表現
拒否 1（1.4%） 1（1.4%） 2（2.8%） 0　
否定 1（1.4%） 0（0.0%） 0（0.0%） 1（1.4%）
（小計） 2（2.8%） 1（1.4%） 2（2.8%） 1（1.4%）
間接的表現
謝罪 0（0.0%） 5（6.9%） 1（1.4%） 2（2.8%）
願望 1（1.4%） 1（1.4%） 0（0.0%） 1（1.4%）
言い訳 4（5.6%） 6（8.3%） 3（3.2%） 4（5.6%）
代案 3（4.2%） 2（2.8%） 1（1.4%） 4（5.6%）
約束 1（1.4%） 3（4.2%） 1（1.4%） 4（5.6%）
聞き返し 3（4.2%） 7（9.7%） 1（1.4%） 3（4.2%）
濁し 0（0.0%） 0（0.0%） 1（1.4%） 2（2.8%）
訴えかけ 0（0.0%） 2（2.8%） 0（0.0%） 0（0.0%）
（小計） 12（16.7%） 26（36.1%） 8（11.1%） 20（27.8%）
合計 14（19.4%） 27（37.5%） 10（13.9%） 21（29.2%）
